
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
令和 3 年 9 月３０日 

調布市立緑ヶ丘小学校 

校 長  鳥 居  圭 

 
みどり 

E-mail  midorigaoka-sho@chofu-schools.jp 

チャンスがあるとしたら、逃したくない。      

                                                                  校 長  鳥居 圭 

いつまで続くかと思われた暑さもいつしか秋の涼しさに変わり、まさに「秋来ぬと目にはさやかに見えねども…」の短歌

通りだなと感じるこの頃です。 

東京都は、東京２０２０大会を、子供たちの人生にとってまたとない重要な機会と捉え、本校でも平成２８年度からオリン

ピック・パラリンピック教育を実施してきました。しかし、子供たちの健康、安全を疎かにすることがあってはならないというこ

とから、オリ・パラ競技大会の学校連携観戦は中止となり、我々大人も外出がはばかられるような事態となりました。子供た

ちにとって今回も「テレビ画面の向こう側での大会」となってしまったことは、やむを得ないこととはいえ、教育に携わるもの

として、正直残念な気持ちもあります。 

その思いの根幹にあるのは、今回のコロナで、運動会や授業参観、たてわり班活動、全校遠足など、子供たちが今後歩

んでいく人生での土台･基盤となる「体験や経験」を得る機会を、結果としてこれまで十分に確保できたとはいえない、とい

う反省です。オンライン授業も、「学習の継続」という点では大きな価値があったと思いますが、「画面の向こう側での学

習」です。体験・経験としては、本物にはかなわない部分が大きいのではないでしょうか。例えば、「地球は球形で、人間は

その中心に向け、引力で引き付けられている」ということは知識としてよく知られています。が、私が「ああ、本当に地球は丸

いのだ」と実感したのは、南半球のオーストラリアの夜空を見上げ、オリオン座が逆さになっていることを実際にこの目で見

た時でした。人は、自分が体験して獲得した認識を土台・基盤として生きています。同じ出来事に接しても、もっている認識

が違えば、得る価値も異なります。体験がなければ、確かな認識はなかなか生まれません。だからこそ、今、体験的な教育

活動の充実に向け、本校の教育活動を再構成する必要があると考えています。 

東京都における新型コロナウイルスの新規感染者が減少傾向を示しているというデータも報道されている折、長かった

緊急事態宣言が解除の運びになれば、また新たな体験活動に臨むチャンスが出てくる可能性があります。もちろん、感染

状況の今後の展開について決して予断は許されません。しかし、もし今、感染拡大が一服しているのだとしたら、ここで子

供たちが体験活動に取り組むチャンスがあるのだとしたら、これは逃したくない。なぜなら、２０２１年の秋は、人生で一度し

かないからです。 

もしかすると、このあとすぐにでも第６波がやってくるかもしれない、という危機感は常にもちつつ、校外学習や協働的な

学びなど、できるとなればすぐに実現できるような、柔軟に対応できる準備を整えていきたいと考えています。今後とも保護

者の皆様、地域の皆様、本校の教育活動へのご理解・ご協力のほど、よろしくお願い申し上げます。 

平成 27年度全国学力・学習状況調査の調査問題（６年理科）より（要約） 

顕微鏡をのぞいたら、明るいのにぼやけて見えるので、○○を動かしました。何を動かしましたか。（４択） 

ア 鏡の向き…もともと明るいので関係ない。 

イ 調節ねじ…ピントを合わせるのでこれが正解 

ウ プレパラート…粒の位置は変化がないので

動かしていない。  

エ レンズ…粒の大きさは変化がないので、倍率

は変わっていない。 

※全国で約６２％の児童が不正解でした。一度でも顕微鏡を使ってピントを合わせる体験を実際にしていれば、簡単にわか

りそうな問題ですが…教科書やビデオ映像だけで授業を進めないように。ちゃんと顕微鏡を子供たちに触らせてね、という文

科省からのメッセージなのかもしれません。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★は特別時程 ◆は５時間授業（６時間授業なし） 

 

 

 

 

１０月の行事予定 

日 曜日 行事予定 （ ）は該当学年です。 

1 金 保健委員会発表 

2 土  

3 日  

4 月 委員会  音楽鑑賞教室（５，６） 

5 火 避難訓練  安全指導日 

6 水 たてわり班活動 

４時間授業（研究授業のため４－２のみ５時間） 

7 木  

8 金 ★ 

9 土  

10 日  

11 月 クラブ 

12 火 ◆普通救命講習（６） 相談週間始め（～２８日） 

13 水 ４時間授業（研究授業のため６－２のみ５時間） 

14 木 ★ 就学時健診のため４時間授業（清掃あり） 

15 金 ◆ 

16 土  

17 日  

18 月 ◆社会科見学（３） 

19 火 ◆社会科見学（５） 

20 水 音楽発表会体育館学年練習始 

21 木 ◆八中生学習発表会（３－６） 

読書週間始め（～11/９） 

22 金 ◆生活科見学（１，２） 

23 土  

24 日  

25 月 ◆社会科見学（３） 

26 火 ◆ 

27 水 図書委員会発表 

28 木 ◆生活科見学予備日（１，２） 

29 金 音楽集会 音楽会体育館準備（６） 

30 土  

31 日  

 

＊生活目標＊ 
『外で元気よく遊ぼう（友達を誘い

合って遊ぼう）。』 

 

＜感染症対応について＞ 

 調布市立学校における持続的な学校運営のための

感染症予防ガイドライン（新型コロナウイルス感染症）

が９月８日に更新されました。調布市のホームページや

調布市コロナ情報アプリからご覧になれます。 

 変更に伴い、健康観察表の記入の際、学校に伝えて

おきたいことの欄にご家族・同居人の中で、風邪等の

症状がみられる場合、誰が、どのような症状かをご記

入お願いします。（記入できる範囲でかまいません。） 

健康観察表は、登校日だけでなく休日や欠席した日

も記入をお願いします。また、休み明けなどは、記入忘

れが多くなっていますので、今一度家を出る際には声

掛けをお願いいたします。 

ガイドラインに記載はありませんでしたが、児童がワ

クチン接種を受けに行く場合、また、副反応で学校を休

む場合は欠席扱いではなく、校長が認める出席しなく

てもよい日もしくは、出席停止となります。 

＜不審者対応訓練＞ 

 本校では毎年「不審者対応訓練」を実施していま

す。昨年度、今年度ともに警察に来ていただいて不審

者役をたてての訓練することはできていませんが、今

年度は、９月２１日に VTR を見て、その後校内放送に

合わせて、それぞれ教室で対応訓練を行いました。 

児童一人一人が自覚をもった行動ができ、各教室

からは物音ひとつせず、人の気配までなくなる緊迫感

でした。 

放課後には、教職員が警察より不審者侵入時の対

応について学びました。 

不審者侵入などのない世の中であってほしいです

が、実際に電車での殺傷事件などは身近にも起こって

います。いざという時の対応を日々想定しておくことの

大切さを感じた訓練でした。 

 
＜行事について＞ 

  緊急事態宣言が解除されることになりました。１０月

は、２学期に予定している社会科（生活科）見学、音楽

会の練習などの行事や行事に向けた活動を充実して

いく予定です。１１月音楽発表会、１２月いのちの授業

公開についても感染対策をしながら、緊急事態宣言

下で見ていただけなかった分も保護者の方に充実し

たものを参観していただけるよう、準備してまいります。 

 

 


